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 本号では、バスケットボールのゲームにおける『クリティカルモーメント』について触れます。 

 平尾氏は著書の中で、プレーヤーがゲームの中でクリティカルモーメントの一瞬を感じることが重要

であり、そのためには練習のときから一瞬一瞬を大切にしなければならないと言っています。 

 ただバスケットボール、特に U15カテゴリーでは、選手がゲームの中でクリティカルモーメントに気

づくのは難しいと思います。ですから今回は一つのゲームを例に挙げて、流れの中で何処にクリティカ

ルモーメントがあったかを探ることにします。 

 あるミニバスの大会で A チームと B チームが戦いました。両チームハーフコートマンツーマンです。

第１Q から接戦となり第２Q に入っても、点差が開きませんでした。前半を終えて、A チーム１２―１

４Bチームでした。後半に入り、ベストメンバー同士の戦いになりました。試合の流れはどちらにも傾か

ず第３Qも４点以上は離れませんでした。第３Q終了時、（Aチーム２４―２２Bチーム） 

第４Q に入り、B チームがオールコートプレスを仕掛け、A チームのパスミスやバイオレーションを

誘い、連続得点し逆転します。（Aチーム２４―３０Bチーム）ここでAチームがタイムアウトを取りま

す。（残り時間４分弱） 

 タイムアウト明け、B チームはオールコートプレスを続けます。A チームはスクリーンを使いインバ

ウンドパスを入れ、すぐパッサーにリターンして一気に縦パスからドリブルシュートで得点します。こ

こで今度は Aチームがオールコートプレスでプレッシャーを掛けます。あわてたのか Bチームのスロア

ーがパスミスして、続けて得点を許します。（Aチーム３０―３０Bチームで同点） 

 さらに Bチームのボール運びが乱れパスカットが起こり、レイアップシュートでAチームが逆転しま

す。続けて、Bチームのスロアー（エンドラインからの）がロングパスを狙いますが、これもカットされ

ドリブルシュートに持ち込まれ、たまらずファウルもおきバスケットカウントになります。フリースロ

ーも決まります。（Aチーム３５―３０Bチーム）残り時間２分弱） 

 ここで B チームがタイムアウトを取ります。タイムアウト明け、B チームはオールコートプレスを続

けます。A チームは、マッチアップエリアのノーマルマンツーマンです。B チームはペイントへのドラ

イブとポストの合わせで局面打開を試みますが、あわてているせいかパス、ドリブルやパスにミスがで

ます。Aチームは相手のミス（ポストへのパスをカット）を突いて、トランジションからドリブルシュー

トで得点します。 

 ここで Bチームのフォワードがウイークサイドドライブで得点しますが、タイムアップとなりました。 

最終スコア Aチーム３７－３２Bチームでした。両チーム死力を尽くしたゲームでした。 

 戦評風に書きました。二転三転するゲーム展開でした。十分に内容の展開をお伝えできなかったかも

しれませんが、このゲームの『クリティカルモーメント』はどこにあったのでしょうか。選手、ベンチス

タッフとも必死の攻防だったと思います。 

 次号で、何処にこのゲームのクリティカルモーメントがあったのかを探ってみたいと思います。 


